
経営比較分析表（令和4年度決算）経営比較分析表（令和4年度決算）経営比較分析表（令和4年度決算）経営比較分析表（令和4年度決算）奈良県奈良県奈良県奈良県 業務名業務名業務名業務名 業種名業種名業種名業種名 事業名事業名事業名事業名 類似団体区分類似団体区分類似団体区分類似団体区分 管理者の情報管理者の情報管理者の情報管理者の情報 人口（人）人口（人）人口（人）人口（人） 面積(km面積(km面積(km面積(km2222)))) 人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km2222)))) グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例法適用 水道事業 用水供給事業 B 非設置 1,325,385 3,690.94 359.09 ■■■■ 当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％) 普及率(％)普及率(％)普及率(％)普及率(％) 1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ3333当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人) 給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km2222)))) 給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km2222)))) －－－－ 類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）

本県では、県営水道と市町村水道を「県域水道」として一体と捉え、県域全体で水道資産の最適化を図り、水道事業の抱える諸課題の解決方策として「県域水道一体化」の実現を目指している。令和6年度の企業団設立、令和7年4月の事業統合を目指して取り組みを進めているところである。県営水道としては、企業団設立までは良好な経営を継続するため効率的な事業運営を継続するとともに、施設の老朽化や施設利用率の課題に対しても県域水道一体化を踏まえた更新計画の見直し、ダウンサイジングなどにより改善していきたい。

1,075.58 【】【】【】【】 令和4年度全国平均令和4年度全国平均令和4年度全国平均令和4年度全国平均分析欄分析欄分析欄分析欄1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について- 81.35 99.00 0 1,237,062

全体総括全体総括全体総括全体総括

1,150.13 市町村の自己水源を県営水道の水源に転換する「県水転換」事業に取り組んできた結果、配水収益は減少したものの経営状況は良く、経常収支比率及び流動比率については類似団体平均値を上回っている。企業債残高については、平成28年度より新たな借入をせず着実に償還を進めたことから減少してきており、企業債残高対給水収益比率についても類似団体平均値を下回ってきた。一方で、本県の水源は需要の多い地域から遠隔にあり導水管延長が長く、給水区域も給水量に比べ広範囲で送水管延長も長いため、費用のうち資本費（減価償却費及び企業債利息）が割高になっている。このため給水原価が類似団体平均を上回っている。また、近年修繕費、動力費、薬品費が上昇傾向であり、人口減少の影響も受けて、給水原価は増加することとなった。水需給計画に基づき施設建設・拡張を行ったが、人口減少により想定した水需要の伸びがなかったため、施設利用率が低くなっている。2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について昭和40年代に建設・設置されたものが多いが、計画的な点検補修により設備の長寿命化を図るとともに、管路については老朽度調査を実施し耐震性も含め良好な状態であることを確認しながら整備を行ってきた。補修・故障歴等の実績などから法定耐用年数を超えた独自の更新基準年数により計画的に更新を行っていることから、有形固定資産減価償却率及び管路経年化率は高い水準にある。現在、県営水道と市町村水道で「県域水道一体化」に向けた新たな施設整備計画等の策定を進めており、今後はその計画方針に沿った整備（更新）を進めていくこととなる。2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況
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①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率((((％％％％)))) ②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率((((％％％％)))) ③管路更新率③管路更新率③管路更新率③管路更新率((((％％％％))))

【107.33】 【8.81】 【313.43】 【224.81】
【100.29】【61.45】【77.53】【106.47】

【59.51】 【32.38】 【0.40】


